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Ⅰ．はじめに
　石田（2022）ではきゅうちゃん誕生秘話を紹

介した。石田（2023）ではきゅうちゃんの「ちょ

こっと使い」について説明した。きゅうちゃんは，

協同の雰囲気づくり（アイスブレイク）・ビジュ

アルテキストの読み解きのトレーニング・授業の

ふりかえり等，様々な場面で活躍してきた。そし

てこの度，きゅうちゃんを活用した新しいアイス

ブレイクの方法を考えた。それは，アイスブレイ

ク前に行うアイスブレイクである。本稿では「出

席確認」ワークとして行った実践を紹介していく。

Ⅱ．きゅうちゃん表現の新しいかたち
　出席確認用きゅうちゃんイラストの制作は

2023 年１月から始まった。実践にあたりこれま

で制作してきた約 600 種類の「きゅうちゃんリ

スト」から転用することも考えた。しかし，筆者

自身が「いずれきゅうちゃんをカラーイラストで

描きたい」という願いをもっていたため，これを

機に新たに制作する運びとなった。「曖昧・空所・

対立・欠落等を含むように設計した絵図は創造性

を発現させる（鹿内編著 2014，p.107）」。この

ような，ビジュアルテキストに必要な条件 を意

識しながら制作を進めた。2023 年度前期「教育

学」授業で使用したイラストを以下に載せてお

く。この授業は前期 8 コマ配当で実施されるため，

イラストは 8 枚制作した。

イラスト１

イラスト２

実践ノート
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Ⅲ．出席確認用きゅうちゃん活用の実際
　初めての実践から本年（2024 年）で 2 年目と

なる。各年・各科目で，使用するイラストの種類

や指示の仕方，記入用紙のデザイン変更・改良を

行っている最中であり，最善の実施方法を模索中

である。そこで本稿では，初めて実践した A 大

学 2023 年度前期の選択科目「教育学」での実践

例を紹介していく。なお，学年は 1 年生（121 名）

であり，リハビリテーションが専門の学生たちで

ある。記述例や感想は，論文等への掲載の承諾を

得ているもののみ引用していく。

Ⅲ－ 1　実施手順・教示・ワークシート
　実施手順と教示・ワークシートを以下に示す。

なお，使用するスライドは白地背景にイラストの

みというシンプルなものである。スライドは毎回

同じスタイルで作成した（例えばスライド１）。

スライド１

実施手順

①１グループが３～５人になっているか確認する。
　（４人を基準とする）
②１グループに１枚のワークシートを配付する。
③その日のイラストを呈示し，教示を口頭で伝える。
④学生は出席確認用紙に学籍番号・名前・タイトル
　を記入する。 
⑤ノートにタイトルを転記し，説明を記述する。
⑥出席確認用紙を回収する。

教示・ワークシート

　このイラストに，自分や，見た人・聞いた
人がポジティブな気持ちになれるようなタイ
トルをつけてください。出席確認用紙（ワー
クシート１）にはタイトルのみ書いてくださ
い。そして，どうしてそのようなタイトルに
したのか，理由をノートに書いてください。
その内容はあとでレポートにも書いてもらい
ます。今考えたタイトルも忘れないようにノー
トに転記してください。

☆出席確認きゅうちゃん☆

今日は　　　　年　　　月　　　日　（　　　）

学籍番号

名　　前

学籍番号

名　　前

学籍番号

名　　前

学籍番号

名　　前

学籍番号

名　　前

学籍番号

名　　前

ワークシート１
（A4 版で作成。この他に４種類の枠のデザイン違いがあるが掲載は省略。）

　手順について補足していく。１グループはあら

かじめ４人を基準として編成しておく。その１グ

ループに１枚ずつ，ワークシート 1 を配付する。

グループのメンバー全員が１枚のワークシートに

タイトルを書き込むシステムである。こうするこ

とで，その日そのグループに誰がいたのか教師側

が把握しやすいと考えた。

　このきゅうちゃんの出席確認ワークを行う際に

は看図アプローチについての理論的な説明は一切

行わなかった。授業開始直後に「ちょっと変わっ

た出席確認の仕方をしていくよ，考えてみてね。」
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という雰囲気で始めた。１回目のときは，教示を

したところで学生たちからざわめきが起こった。

思考中，何人かペンが進みにくい様子もみられた

ので，「第一印象で感じたことや直感的に感じた

ことを大事にして。」といった声かけを適宜行っ

た。

　ここでさっそく失敗談を述べさせてもらいた

い。まず，想定よりも記入に時間がかかってしまっ

ていた。学習環境を整えるための一連の活動とし

て所要時間に無駄があったことは否めない。初回

はとくに，グループの調整から回収まで 10 分以

上かかっていた。2023 年度は大学側の方針で座

席指定が行われていなかった。そのため仲良し同

士で固まっていたり，前方の座席がごっそり空い

ていたりという様子が見られ，グループ編成する

だけで一苦労であった。このような状態が毎回生

じたので，大学側に相談し４回目から全席指定（学

籍番号順）で授業を行うこととなった。４回目以

降は教室前方から学生が詰めて着席している状態

になったため，グループ編成がラクになり，手順

をスムーズに進めることができるようになった。

このように何とか学習環境を整え，所要時間を最

小限にし，出席確認のワークを行っていった。

Ⅲ－ 2　各イラストの記述例と考察
　各授業の後に毎回，「タイトル」と「そのタイ

トルにした理由」，「授業の感想等」を課題として

レポートを提出してもらう。レポートはメールも

しくは Teams のチャットから，翌日までに提出

してもらう。

　以下に，各回の授業でそれぞれどのような記述

がなされたのか紹介していく。イラスト番号は授

業回と対応している。明らかな誤字脱字は修正し

てある。さらに，性別に関する個人情報に配慮し，

一人称は「私」に統一して掲載する。

イラスト１の記述例

●学生１のタイトルとそのタイトルにした理由

【マイペース】

　桜がゆっくり散っている背景と，頭の後ろ
に手を組んでいるきゅうちゃんを見てなんだ
か ｢自分のペースでゆっくりでもいいんだよ。」
と，言われてるようなイメージが一番最初に
湧いて来たのでこの一言にしました。

●学生２のタイトルとそのタイトルにした理由

【新学期，桜のように咲きほこれ！】

　標語のように意図して書いたとともに，自
分への応援メッセージが欲しいと考えた為こ
の言葉を作った。春の陽気の中満開の桜の木
の下で空を見上げるきゅうちゃんのイラスト
より，春・桜というモチーフを使って新学期
を連想し，桜が咲くように明るく充実した学
校生活を送りたいと考えた。

　この他，次のような感想がみられた。上掲の学

生１・２以外の感想を掲載する。

感想例Ａ

　今日は実際に自分の意識や考えを持ちなが

ら授業を受けたので，授業を聞くと言うより，

授業に参加した。こんな感覚でした。

感想例Ｂ

　他の授業は，授業に入り混むまでがすごく

面倒くさいため，凄く苦痛に感じます。です

が，グループワークが多めだと，楽しく授業

に入り込みグループワークを終えた良い気分

のまま，何気なく授業に入ることができるの

で，内容がスルスルっと頭に入ってくるよう

な感じがしました。
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感想例Ｃ

　日本の教育には ｢見る｣ という事が足りて

おらず，問題点だと言うことがわかりました。

ビジュアルリテラシーは，今回のきゅうちゃ

んのような絵から，自分で解釈をして意味を

作るということで，私はやった事がなかった

ので，問題は簡単でも少し苦戦しました。今

後の教育学の授業でどんどん回数を重ねるに

つれて，もっと具体的に，しっかりと自分の

解釈をして，言葉にできるように頑張りたい

と思いました。

感想では，「教育学という授業のイメージが変

わったこと」「協同学習スタイルの授業の良さや

楽しさ」「見ることの大切さ」等にふれるものが

多かった。また，「セラピストになる自分たちが

教育学を学ぶ意味」について，次のような感想が

あった。

感想例Ｄ

　現代の教育には『見ること』が欠けている

ことを聞いて，教育学を通して学ぶことが楽

しみになった。セラピストの従兄弟が，よく

現場ではリハビリの先生と呼ばれていること

を教えてくれた。将来教育に携わるかどうか

ではなく，患者一人一人と向き合い理解しあ

うためにも，教育学での学びを大切にしてい

きたい。

　筆者はこの授業を暗記科目にしていない。だか

らということもあるかもしれないが，「教育学を

学ぶ」ではなく「教育学という授業の中で人とし

て学ぶべきことを学ぶ」大切さが伝わったことに

教師として喜びを覚えた。授業を「見ること」か

ら始めること，つまり「出席確認」の時点から「見

ること」を始める意味は大いにあるのではないだ

ろうか。

　イラスト２の記述例

●学生３のタイトルとそのタイトルにした理由

【解放感】

手を広げ，口を大きく開けているきゅうちゃ
んを見て「解放感」という言葉が思い浮かび
ました。まるでテストがすべて終わった後の
学生のような安堵感を感じます。また，背景
に描かれているのは宇宙です。宇宙は私たち
が想像できないほどの広さを持っており，そ
の広い中にポツンといるきゅうちゃんからも
解放感を感じました。今現在，パソコンでこ
の文を打っているのですが，「かいほうかん」
と打つと「解放感」と「開放感」の 2 つが出
てきました。インターネットで意味を調べて
みると，「解放感」は「解放された感じ，束縛
を解いて自由にされた感じ」，「開放感」は「戸
などが開け放たれたようなオープンなイメー
ジ」と出てきました。今回のきゅうちゃんの
イメージに合う「かいほうかん」は自由な感
じが伝わってくるので「解放感」にしました。

●学生４のタイトルとそのタイトルにした理由

【可能性は無限大】

　なぜこの言葉を連想したかというと，宇宙
の中にきゅうちゃんが居て，初見でまず宇宙
は無限に広がっているイメージを思い浮かべ
ました。そこから可能性という言葉も何故か
ポッと頭の底から浮き出てきて，左下のきゅ
うちゃんが口を大きく広げていて何かを大き
く叫んでいるようにも感じ，可能性は無限大
をふと連想しました。
　私たちはセラピストを目指す学生の卵であ
り，たくさんのことにチャレンジして学習し
て吸収していく段階にあります。教育学もそ
うです。周りの人と意見を交換し，それぞれ
の思考の違いをお互い影響しあい，あらゆる
視点で物事を学んでいくことになると思いま
す。これから様々な困難に見舞われてしまっ
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たり，たくさんの苦労があるかもしれません。
でも目標とするセラピストになるためのこの 4
年間は無限の可能性に溢れ，やりたいことを
思う存分にやれるチャンスでもあると思いま
す。例えばセラピスト以外の国家資格を絡め
て取ってみるだったり，授業中になぜ「見る
こと」を日本の教育に取り入れられてないの
かという取り入れることの難しさを習いまし
たが，その要因となっている研究者が少ない，
ビジュアルテキストだったりを自分が変えて
いけるかも知れません。なんでも自分が頑張
ろうとして努力をすれば必ず，可能性は無限
大だと私は思っているからです。
　きゅうちゃんを見てこの言葉を連想して，
可能性について深く考えさせられました。

　１回目授業（イラスト１）では多くの学生が「理

由」の部分を 100 ～ 200 字前後で記述していた。

レポート課題を出す際に筆者が「レポート全体で

400 字くらいは目標にして書きましょう」と伝

えていたからである。しかし，２回目授業（イラ

スト２）から，だんだんと文章量が増えてきた。

また，次のような感想がみられた。上掲の学生３・

４以外の感想を掲載する。

感想例Ｅ

　前回とは違って（筆者注；きゅうちゃんが）

1 人じゃなくて 2 人いることによって感情や

なにを伝えたいのかが分かりやすくなり，コ

メントもしやすくなった気もした。読み取る

のは 2 人の方が読み取りやすいし情報が多い

から今回のような感じの方がちゃんとしっか

りコメントできるような気がしました。

感想例Ｆ

　今回のきゅうちゃんの宇宙の背景を見て，

浮いているように見えると思う事は，きゅう

ちゃんの表情，体の動かし方だけじゃなく色

が大きく関わっていると思います。これは芸

術が関わっていて，表現者が伝えたい事と鑑

賞者が思う事は違ってくると思います。なの

で，このきゅうちゃん課題は芸術が関わって

いると思います。先生の芸術は沢山の考え方

が生まれるので凄いと思います。先生の芸術

を私はもっと感じ取れるようになっていける

ように頑張ります。

　
感想例Ｅでは，人物（きゅうちゃん）が２人に

なったことでコミュニケーションしている状況を

想起しやすかったことがうかがえる。また，感想

例Ｆでは，アートの感覚について述べてくれてい

る。２回目授業からは前回の記述例をいくつか

ピックアップして紹介し，全体シェアしてから出

席確認のワークに入っている。そのため，多様な

読み解きがあることに驚く学生も多く，この学生

の場合は「芸術が関わっているのでは？」という

発想にまで至っている。このような発想も「多様

な読み解き」のひとつと言えるだろう。

　イラスト３の記述例

●学生５のタイトルとそのタイトルにした理由

【あ！ひらめいた！】

　4 人のきゅうちゃんがグループワークをして
いるように見えたからです。たくさんの星が
描かれているのは 4 人のきゅうちゃんから出
た考えの数であり，もう星が描けない様子か
らたくさんの意見が出たのだなと感じました。
後ろの背景の部分に注目してみると黄色から
オレンジ色に変わっているなと思い，最初に
出た意見よりだんだん深くなっていったのか
なと思いました。1 人のきゅうちゃんが何か
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書いている様子から 4 人でたくさん考えた中
で 1 つに絞りこめたんだなと感じ，その他の
3 人はほっとしているように見えました。私達
も教育学でたくさんの人とグループワークを
しているが，自分が気づけなかった部分もた
くさんあり，多くの意見を聞くことでまた新
しい考えを生み出すことで日々成長している
なと感じています。4 人のきゅうちゃんにも新
しい知識が増えていればいいなと思いました。
　（中略）次の授業から話したことがない人と
グループワークすることになったとしても今
まで通り自分が考えた意見を伝えられるよう
に頑張ります。

●学生６のタイトルとそのタイトルにした理由

【今日，どこ晴れにする？】

　きっと左上から書記，右が仲介役，左下と
右下が主に意見を出しているのでしょう。毎
日晴れの日はきっとこの子達が決めているの
でしょう。
　では雨の日はどうでしょうか？今日もなか
なか前の 2 人は話し合いが進行しません。実
は，2 人は時間にルーズなのです。次に太陽を
照らす地域を決めるまでのその期間，それが
きっと雨の日，曇りの日なのです。もっとテ
キパキ話し合いを進めて欲しいものです。私
はそう感じました。初め見た時は世界征服か
何かの会議かと考えましたが，表情から察す
るにどう見ても悪いことはしなさそうな表情
をしてるのでそういう考えに至りました。

　感想例も２つ載せておく。上掲の学生５・６以

外の感想である。

感想例Ｇ

　4 人で向き合って話している点と背景が明

るかったことで空気がよくて，いい雰囲気で

話しているということを感じ取れたというの

と，みんなが笑っていることに目がいき表情

からもなにをしているのかを読み取れること

が出来ました。初回は 1 人，前回は 2 人，今

回は 4 人になっていき，人が増えるにつれ状

況が理解しやすいため，想像しやすかった。

感想例Ｈ

　4 人の中心辺りが黄色く段々とその周りが

赤くなっていくところから太陽を想像し，星

がたくさんあったため宇宙を想像しました。

宇宙は無限に続いています。そして 4 人のきゅ

うちゃんは机に向かい知恵を出し合っている

あたりから，無限の知恵を出し合ってるよう

に思いこの言葉にしました。そしてこの 4 人

のきゅうちゃんは，授業中のグループ活動に

も照らし合わせることができ，私たちの意見

はもっと無限にあり，話し合うことができる

と感じました。

　
イラスト２の感想でもあったように，人物（きゅ

うちゃん）の人数が複数になると，コミュニケー

ションを意識した記述がしやすいようである。ま

た，実際の自分たちの状況と重ね合わせて，授業

の中で積極的にコミュニケーションを取り入れる

ことの大切さにも気づいてくれている。
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　イラスト４の記述例

●学生７のタイトルとそのタイトルにした理由

【きゅうちゃんみーつけた！！－誰かが見つけ

てくれる－】

　最初に写真を見たとき，きゅうちゃんは未
来に不安を抱えているように見えました。す
ぐに後ろを振り返りこれで正しかったのかと
進む道を迷っているように感じました。そし
て，周りの木が私には前に進もうとしている
きゅうちゃんに対して，「お前には無理だ」「ど
うせ失敗する」と否定的な言葉を投げつけて
くる人たちの影に見えました。そしてそれは
まるで，本物の木のようにどんどん大きくなっ
てきゅうちゃんに襲いかかっているようでし
た。しかし，写真では，そこに光が差し込ん
だのです。そしてこの光が私には目に見えま
した。( 白丸が瞳でその周りの薄く白い部分が
目の周りの部分 ) まるで，きゅうちゃんが大
きな木，つまり否定的な言葉ですっぽり隠れ
てしまっているところに，暖かな光で「みー
つけた」と手を差し伸べてくれる神様のよう
な存在に思えました。私たちは周りの意見や
言葉に流されることが多いと思います。毎日
人の顔色を伺ったり，言いたい言葉を素直に
言えず，押し殺したりして過ごしていると思
います。今回のきゅうちゃんは私たちひとり
ひとりと重なる部分があると思いました。
　「ばかなあんたにセラピストは無理だ」，「人
見知りのお前にコミュニケーションが大切な
リハビリの仕事は合わない」など生きてさえ
いれば色々な否定的な言葉を言われてきたと
思います。そんな言葉に隠れている私たちの
存在を誰かが見つけてくれると信じて後ろを
振り返りながらも前に進むしかないと思うの
です。つまり，このきゅうちゃんは私たち自
身なのです。そして，きゅうちゃんとおなじ
ように迷いながらも，時には後ろを振り返り
立ち止まったとしても，誰かが見つけてくれ

ると信じていれば選んだ道は間違ってなかっ
たと胸を張って言える日が来るはずだと思う
のです。
　勉強が難しくて悩む毎日だけど，わたしは
周りのみんなや先生たちに助けを求めながら
きゅうちゃんのように必死に頑張っていこう
と思えました。

●学生８のタイトルとそのタイトルにした理由

【出た答え】

　差し込む光を見るきゅうちゃんが，探して
いた答えを導き出したように見えたからです。
最初にそう考えてしまうと，森の見方も変わっ
てきました。ただ，沢山の木に囲まれた森の
中をきゅうちゃんが歩いているのではなく，
木の一本一本がきゅうちゃんの選択肢であり，
迷いの数であるという風に捉えられました。
また，雪景色はきゅうちゃんがそれだけ答え
を必死に見つけ出そうとしていて，やっと見
つかった答えが暖かく眩しい光としてきゅう
ちゃんを照らしてきたのではないかと考えら
れました。

　学生８は感想として次のようなことを書いてい

た。

感想例Ｉ（学生８の感想）

私は，普段のイラストの課題には見たまま

の言葉を当てはめてしまうことが多いと思い

ます。しかし，今回のイラストはそのままの

情景を捉えるのではなく，自分の想像力をは

たらかせて，その中にどんな意味が込められ

ているのかというのを考えられたと思います。

最初の方は，イラストに言葉を加えるという

ことが，単純そうに見えてやってみると難し

いということを実感していました。ですが，

やっと慣れてきて，考え方の工夫もつかんで

きたのかなと思いました。このレポートを書

いている時に，私の中にある疑問が生まれま
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した。イラストに言葉を当てはめたり，何か

を想像して考えを膨らませていったり，これ

らは今でこそ難しいと思いますが，幼かった

頃は自然にできていて，得意な方だったとさ

え思います。しかし，大人に近づくにつれ，

それが自然にできなくなってきたなと自分自

身を見ていてそう感じます。調べてみると，

沢山の意見が出てきましたが，私が１番しっ

くりきた答えは，「子供は物事の仕組みを知ら

ないから」ということでした。この答えは，

物事の仕組みというふうにひとまとめにして

いますが，つまりは子供には知識がないから

です。知識がない分想像力を膨らませ，一つ

のお題に対して沢山の答えの選択肢を導き出

すことができます。しかし，大人になるにつ

れて，学校や社会に出て物事の原理を知って

いきます。もちろんこれは，大人になるために，

社会に出るために必要なことなのですが，私

はなんだか勿体無い気がしてなりません。だ

からこそ，今私たちが受けている教育学のよ

うな想像力を働かせる機会を設ける授業が全

国的に広まれば，何事においてもより深い考

え方をできる人が増えてくるのではないかな

と思いました。

　学生８は，大学生くらいになると子どものよう

に素直に感じたり表現したりという機会が少なく

なっていることを伝えてくれている。「想像力を

働かせる」ことが「深い考え方をできる人」を増

やすので「教育学のような授業が全国的に広まれ

ば良い」，と。これは逆に言えば，「想像力を働か

せるような教育が全国的に行われておらず，深い

考え方をできる人が減っている」ということでは

ないか。文部科学省が掲げる資質・能力の柱のひ

とつである「思考力・判断力・表現力」向上を実

現するためにも，各科目の中で少しでも「想像力

を働かせる機会」を設けていくことが必要なので

はないだろうか。この出席確認のワークは，学習

者が慣れれば数分で実施することができる。「きゅ

うちゃんと朝一番あたまの体操！」とか，金曜日

に「今週はどんな１週間だった？（来週はどんな

週にしたい？）」などとして導入することもでき

るかもしれない。

　イラスト５の記述例

●学生９のタイトルとそのタイトルにした理由

【一歩踏み出す勇気】

　私はこの絵を見て，きゅうちゃん達は緑の
丸いところから飛び立とうとしているように
見えた。しかし，虹に着地が出来れば良いけ
れど，虹に着地出来なければ，地面に落ちて
しまうという状態だ。この状態は今の私の状
態に似ている。今，勉強をいくらしても足り
ていないと感じることが多く，定期考査やそ
の他のテストで単位を取れるか，そして国家
試験に通用する程の学力がついているのか不
安になる。でも，とりあえずやってみないと
落ちるか合格するかもわからない。何もやら
ずに後悔するより，一歩踏み出し，何かやって，
全力を尽くして，これでダメなら仕方がない
というくらい後悔の無い努力をすることが大
切だと思う。失敗するか，成功するかは，やっ
てみないと分からない。だから，失敗を恐れ
ずに一歩踏み出したいとこのきゅうちゃんを
見て思った。私は失敗を恐れることが多いと
自分でも感じるし，人からも「失敗を恐れな
いで」と言われる。だから，この自分を少し
ずつ克服していきたい。

●学生 10 のタイトルとそのタイトルにした理由

【どうしたら平和になるかなぁ？】

　この言葉にした理由は，二人のきゅうちゃ
んは寄り添っているけど，どこか浮かない顔
をしているのが気になりました。きゅうちゃ
んは天使のような存在だと考えました。そこ
で，どうして浮かない顔をしているのかなと
疑問に思いました。私が考えたのはきゅうちゃ
んは世界を空から見ていて争いや喧嘩などを
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無くしていきたいと思っています。一つの対
策として虹をかけましたが，上手くいかず悩
んでいます。
　みんなが幸せで争いがなくなれば世界は平
和になると考えるきゅうちゃん達は次は何を
したらいいか二人で考えているところだと思
いました。
　二人では上手くいかないことでも，三人，
四人と多くの人と交流を深めれば良い対策が
思いつくかもしれない。私達も勉強などで行
き詰まった時，近くにいる友達や仲間と交流
をすることで解決することがきっとあるはず
です。そうして立派なセラピストになれてい
くと信じています。

　イラスト５では，虹＝良いことがありそうなの

に，きゅうちゃんたちが「どこか浮かない顔」を

しているということに課題を見出している記述が

多くみられた。ポジティブさとネガティブさが混

在しているイラストと感じられたようである。上

掲の記述例（学生 9・10）だけでも「着地か落下か」

「合格か不合格か」「前進か後悔か」「成功か失敗か」

「平和か争いか」「行き詰まりか解決か」という要

素が取り出せる。これらの相反する要素を，学生

たちはそれぞれの思考の中で整理し，解決策を見

出している。また次のような感想もみられた。学

生９・10 以外の学生の感想である。

感想例Ｊ

　辛い時は泣いたり，死にたくなったりする

かもしれない。けど，泣いた分それが雨になっ

て，いつか虹になる。つまり，いつか絶対に

幸せが来るということ。きゅうちゃんたちが

乗ってるのはマリモで水があれば育つという

こと！

制作者として，筆者はこのイラストを「少し暗

いイメージになっているだろうか？暗い空気にな

らないだろうか？」という懸念をもちながら呈示

した。しかしほとんどの学生たちは，ネガティブ

さを受け止めながらも，それをどうしたらポジ

ティブに変えていけるか考え表現してくれてい

た。

　イラスト６の記述例

●学生 11 のタイトルとそのタイトルにした理由

【○年後のきゅうちゃん】

　今回の写真を見て，最初は，誰かと再会し
てるのかなと見えた。緑色の自然や富士山の
背景を見て，未来にいるのかなと感じたので，
このタイトルにしてみた。
　右にいるきゅうちゃんは，現在のきゅうちゃ
ん。左にいるのは，未来のきゅうちゃん。現
在のきゅうちゃんの表情を見て，未来の自分
に会えて，嬉しいのかなと読み取った。現在
のきゅうちゃんは，小さい頃から毎日，未来
の自分宛にお手紙を書いていた。その中で，1
つのお手紙を紹介します。
「未来のきゅうちゃんへ　私は，医療従事者
になるという将来の夢があります。今のあ
なたは，その目標を叶えられていますか？
今の私は，国家試験に受かるという目標が
あって，毎日不安になりながらも，勉強を
しています。もし，受かっていたら，今の
あなたは医療従事者として，患者さんのサ
ポートをできていますか？私は，その夢を
叶えられている，未来のきゅうちゃんに，
いつか会えるのを楽しみにしています。」

　という手紙があった。その手紙が遂に叶っ
た！きゅうちゃんは，国家試験に合格し，医
療従事者となっていた。あの時不安になりな
がら，自分宛に手紙を書いたきゅうちゃんが，
やっと目標が叶い，未来の自分に会うことが
できて，すごくニコニコしているきゅうちゃ
んに見えたと感じた。

今のきゅうちゃんが未来の自分宛にお手紙
を書いているように，現在について書くこと
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で，将来への希望，自分への期待などを知る
ことができる。また，受け取った際に，当時
を見つめ直す気持ち，今後のことを考える材
料にもなると思い，大切だと思った。

●学生 12 のタイトルとそのタイトルにした理由

【大丈夫。大丈夫だよ】

きゅうちゃんはいつもみんなの頼り者。皆
んなに元気や勇気といったポジティブな感情
を振りまきます。そんなどんな時も元気なきゅ
うちゃんですが，どうしてそんなにポジティ
ブでいられるのか。それはきゅうちゃんの心
の中にあるのです。心の中にはきゅうちゃん
よりもポジティブなきゅうちゃんがいて，困っ
た時や失敗してしまった時，悲しいときには，
心の中の自分に委ねます。
　「ねえぼく，どうしよう」「悲しい」「辛い」「こ
れで良かったの ?」
　そんな時にはいつも心の中の自分が「大丈
夫だよ，大丈夫」と声をかけてくれるのです。
　ポジティブなきゅうちゃんの中にはもっと
ポジティブなきゅうちゃんがいる。自分のこ
とは自分が 1 番知っているからこそ，自分に
委ねる。そんなような事を想像しました。

　「大丈夫。大丈夫だよ」を書いた学生 12 は，

レポートで次のような感想を述べていた。

感想例Ｋ（学生 12 の感想）

　最初の方は，自由度が高過ぎてかえって難

しいと感じていました。ですが，それなりに

しか授業していないにもかかわらず，沢山の

物語や，想像が頭に浮かぶようになりました。

今では，きゅうちゃんのイラストを見ると，

一つの物語が浮かぶのではなく，大量の物語

が一瞬で浮かんだなかから選ぶのが少し時間

がかかるといった状況に陥っています。

　この他に「文章力や発想力が少し付いてきたと

思いました。簡単すぎず，難しすぎずという絶妙

なラインの課題で鍛えられているおかげです。こ

れからも頑張っていきたいです。」との感想を述

べる学生もいた。授業の冒頭で毎回行われるこの

出席確認ワークによって，想像力や発想力だけで

なく文章力の向上を自覚している。文章量はクラ

ス全体としても回を追うごとに増えてきて，表現

もより多様になってきた。

　しかしひとつ，イラスト６については難があっ

た。それは，何人かがいくつかの長編アニメーショ

ン作品のシーンと重ねて「似ている」と書いてい

たことである。イラストをスライドで呈示した際

にもそのような発言が聞こえてきた。このような

反応は，何かの作品に似せて制作したつもりのな

い筆者にとって大変残念なものであった。そのた

め，このイラストは 2023 年度後期以降使用しな

いこととした。

　イラスト７の記述例

●学生 13 のタイトルとそのタイトルにした理由

【明るさに1等賞】

　光り輝く背景の中，きゅうちゃんが持って
いるお花の冠が，アテネオリンピックの表彰
式に渡された冠に見えたからです。お花を持っ
てるきゅうちゃん達は笑顔で，背景も光り輝
いていることから，良い出来事があったのだ
と考えました。そして，この絵は何かを表彰
しているのだなと思いつきました。
　身近な人で表彰したい人と言えば，グルー
プで話し合いを始めるきっかけをすぐに作れ
る，明るくフレンドリーな人です。どんな意
見でも出すことが出来る雰囲気を作れる明る
い人達こそ，表彰されるべきだと思います。
いつも何気なく会話を始められる人がいるお
かげで，より意見を深くまで考えられたり，
言い難いことも言えるようになるので，感謝
の気持ちを込めて表彰したいと考えました。
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●学生 14 のタイトルとそのタイトルにした理由

【プレゼント】

　これは，私からきゅうちゃんへでもあり，
きゅうちゃんから私への言葉でもあると思い
ました。私は，教育学の課題でいつもきゅう
ちゃんの力を借りています。きゅうちゃんが
いろんな姿になったり，分裂したりしてイラ
ストを作り上げてくれているので，私はその
日の課題に取り掛かることができます。しか
し，きゅうちゃんはおおまかな雰囲気は作れ
ますが，実際に何をしているのか，何を言っ
ているかなどは決められてないので，そのセ
リフや設定を入れてあげるのが私です。きゅ
うちゃんは私に課題をくれて，私はきゅうちゃ
んに命を吹き込みます。なので，お互いにい
つもありがとうという気持ちを込めてお花を
贈り合い，その贈り合った花をまとめてリー
スにしたのかなと思いました。

　イラスト７はそれ自体が明るい雰囲気の表現と

なっており，感謝・平和・プレゼント・協力・一緒・

～の大切さ・幸せ・お祝い事，に関するキーワー

ドが多く記述されていた。授業実施日に近いこと

もあって「母の日」「父の日」も多かった。「リー

ス」の意味や「花言葉」について調べ学習をして

きた学生もいた。イラスト７の実践は学生も読む

側も，とくに明るい気持ちになれるものであった。

　「プレゼント」を書いた学生 14 は感想で「最

初はなんとも思っていなかったきゅうちゃんにも

愛着が湧きはじめてきて，今では授業中や，課題

に出てくるきゅうちゃんを見て，思わず微笑んで

しまいます。こんな可愛いきゅうちゃんとも，も

う少しでお別れだと思うととても寂しいです。最

後の課題はとびきり可愛いきゅうちゃんが見たい

なと思ってます。」と語っている。はじめは「な

んとも思っていなかった」きゅうちゃんと「プレ

ゼント」を贈り合うまでになった。イラスト１の

感想（感想例 B）にあった「何気なく授業に入る

ことができるので，内容がスルスルっと頭に入っ

てくるような感じ」のように，きゅうちゃんも学

生たちの “ わ ” の中に何気なく入り，スルスルっ

と学生たちの心をほぐしているのかもしれない。

　その他，上掲以外の学生の感想をひとつ載せて

おく。

感想例Ｌ

　今までは父の日なんて考えたことがなくて，

もちろんプレゼントも渡したことがありませ

んでした。しかし，自分が大人に近づいてい

くにつれて社会の厳しさや大変さを知り，感

謝の気持ちをもつようになりました。なので，

今年の父の日には日頃の感謝を込めてなにか

プレゼントをしたいなと思っています。この

ことを子供の頃から考えれている二人のきゅ

うちゃんは素晴らしいと思いました。

イラスト８の記述例

●学生 15 のタイトルとそのタイトルにした理由

【ありがとう，きゅうちゃん　ありがとう，み

んな】

教育学ももう終わり。きゅうちゃんはみん
なのポジティブな想像力を高める為に，沢山
の場所へ行き沢山の感情を伝えてくれました。
授業を受けてくれた生徒に沢山のポジティブ
な言葉を貰い大満足のきゅうちゃん「もう僕
がいなくてもみんなは大丈夫だね」「次はみ
んながきゅうちゃんになって沢山の人にポジ
ティブを与えられるような人生を送ってね」　

「幸せいっぱいだよ。おやすみ」という感情が
沢山伝わってきました。
　そのように感じた理由は，まずきゅうちゃ
んの表情です。今まで見てきたきゅうちゃん
のなかで一番幸せで，安心しているように感
じたからです。一番最初の課題で出た桜の木
の前に立つ大きめに見えるきゅうちゃんは，

「僕に任せて！」というたくましい姿を想像で
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きました。が，今ではみんなが成長し，知ら
ぬ間にポジティブな想像力を高められたみん
なに安心しているのでしょう。背景にはハー
トや星，凄くキラキラしていて，沢山の人が
考えたポジティブな気持ちで今ではいっぱい
いっぱいになったのでしょう。そのようなと
ころから，きゅうちゃんのそのような気持ち
を幻想することができました。

●学生 16 のタイトルとそのタイトルにした理由

【明日はどんな日になるだろう！】

　私はこの絵を見て，きゅうちゃんは今，きっ
と楽しい夢を見ているのだと思った。絵の背
景から明るい印象を受けたのと，きゅうちゃ
んの口角が上がっていることから，そう思っ
た。私は，テスト前で追い込まれている時や，
とても嫌なことがあった日は，あまり良い夢
を見ない。寝ても起きても気分が重い。でも，
それは，1 日の中で良いことも悪いこともたく
さんあった中で悪かったことばかりを思い出
しながら眠りについているからだと思う。良
かったことも悪かったことも事実として変わ
ることはない。そうならば，悪かったことは「反
省して次に活かそう」と前向きに考えれば良
いのだ。そして，1 日の終わりくらいは，良かっ
たことにスポットを当てて眠りにつけるよう
になりたい。その考え方は，寝る時だけでな
く，普段の生活でもそうだ。悪いことばかり
引きずっていたって良いことは巡ってこない
と思う。私はちょっとした悪いことに対して
も深く考え込み，落ち込んでしまう。これか
らは落ち込んでも，次はどうすれば良いかを
自分の納得するまで考えて，行動に移せるよ
うになりたい。そうすることで，毎日ポジティ
ブに過ごせるかなとこの絵を見て思った。

　イラスト８では，感謝の気持ち・愛情・恋心・

眠り・安心・誕生等がキーワードとして多くみら

れた。また，これまでの授業を思い返すような記

述も多く見受けられた。

　きゅうちゃんは「変幻自在的存在＝ multi-

being」（鮫島・石田 2023）である。「シンプルな

フォルムのきゅうちゃんは，変幻自在的存在とし

て立ち現れ，学生たちと豊かな協応行為＝身体の

溶け合いを繰り広げる。学生はきゅうちゃんにな

り，きゅうちゃんは学生になる。（鮫島他 2023，

p.68）」さらにきゅうちゃんは「これまでの経験

との相互作用によって，様々な意味を生成する協

応行為の対象となっている。そのため，きゅうちゃ

んは，時には家族，時には友だち，そして自分自

身にもなりうるのである。また，生成される意味

は多様なため，ポジティブにもネガティブにもな

りうる。（鮫島他 2023，p.68）」

　この授業では，学生は時に筆者（石田）にもなっ

た。そのことがうかがえる感想を紹介する。これ

も上掲以外の学生のものである。

感想例Ｍ

　毎回きゅうちゃんの写真を見る度に先生は

どんな気持ちで考えて，なぜこの色合いにし

たのだろうと考えていた。毎回のきゅうちゃ

んには先生の，その時の感情を表したものが

あったのではないかと思ったりもした。今回

（筆者注；８回目）のきゅうちゃんは私たちの

講義での成長を感じて安心したかのような表

情をしていることからきゅうちゃんは先生自

身なのではないかと勝手に思った。

　この学生は，きゅうちゃんを介して筆者の気持

ちに協応しようとしたのかもしれない。８回目の

イラストは筆者が「穏やかさ」や「あたたかさ」

をイメージして制作したものである。心を見抜か

れた気がして，感想を読んでハッとさせられた。

きゅうちゃんは，きゅうちゃんを選んだ人（活用

する人）の願いやねらいを受け止めて呈示され，

協応を誘う存在なのかもしれない。

Ⅲ－ 3　8回のワークを終えての感想
　以上，全８回のきゅうちゃんを活用した「出席

確認」のワークを紹介してきた。ここでは，８回
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目レポートに書かれていた感想から，このワーク

に関連のある感想を 11 例紹介する。

感想例Ｎ

　私はこの絵を見たときに，きゅうちゃんは

今までの教育学の授業を振り返っているので

はないかと思った。ラウンドロビンやバズセッ

ション，看図アプローチなどこれまでに様々

なことを行ってきた教育学での取り組みを思

い出し，これからに生かそうとしているので

はないかと考えた。たくさんの人と交流し，

たくさんの意見と出会い，たくさんの経験を

してきたことで，これから役立つ能力を身に

着けることができた。

感想例Ｏ

　これまでのきゅうちゃんを通して，創造力

が上がったと思います。初めは全くできなっ

たけど回数をこなしていくこと，みんなの意

見・考えに触れることによって成長できたと

思います。まだまだ足りない部分はあると思

うが，教育学の講義に参加してとても良かっ

たと思っています。

感想例Ｐ
　今回で教育学が終了し，きゅうちゃんに会

うこともなくなってしまいます。私は，きゅ

うちゃんのおかげで自分の思っていることを

文章にし，相手に伝えることがどれだけ難し

いか，簡単にできることではないということ

を強く学ばせていただきました。きゅうちゃ

んの画像から自分なりの考えを導きだし，相

手にうまく伝えるための工夫をした時間は，

なによりも価値のあるものでした。この経験

を大切にし，次へのステップをふみたいと思

います。

感想例Ｑ

　このきゅうちゃんが最後のきゅうちゃんに

なってしまうことがとても寂しいと思うこと

のできる授業でした。このきゅうちゃんを見

てまず思ったことが幸せという言葉です。な

ぜなら背景がハートや星またピンクなどであ

るため，見ているだけでほんわかできるよう

な絵であり，また，きゅうちゃんも幸せそう

な顔をしているからです。きゅうちゃんは自

分達自身でもあり，この教育学を通してコミュ

ケーションということが楽しくなりました。

自分は最初人と話すことが苦手であり周りに

合わせることしかできていなかったですが，

教育学を通してきゅうちゃんみたいに最後の

授業では笑顔で人と話すことができるように

なったと感じました。また自分が話しやすい

環境というのは他の人も意見を言いやすかっ

たりなどということにも繋がっていくと思い

ました。

感想例Ｒ

　私がこのイラストを見て考えた言葉は，「ま

たいつか」です。教育学の講義も最後になって，

私ときゅうちゃんはもうお別れです。私の中

のきゅうちゃんは眠ってしまうと感じて，で

も他の人がこの講義を受けるときは同じきゅ

うちゃんとして登場すると思いました。この

イラストは私にとってはお別れに見えて，ま

だ講義がある人たちにとってはまた別の見方

になるんだろうなと思いました。

　感想として，前にも書かせてもらったので

すが，この講義が大好きです。他の講義は正

直眠たくなったり，別のことを考えたりして

しまう時間があり，集中できていませんでし

た。受身の講義は聞くだけなことが多くて，

自主的に取り組もうとするのが難しく，教育

学に比べて理解が遅れてしまいます。けれど，

この講義は意見を交換し合えるので，自分の

意見を持つという時間が設けられて，考える

ことが出来ました。きちんと考えて取り組む
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ことができたので，この講義の特徴や目的を

明確にしてのめり込むことができました。

感想例Ｓ

　今までの講義やきゅうちゃんの課題の「見

る力」を鍛える練習は，物事を一つの角度か

ら見るのではなく，いろいろな角度から見て，

発想力を鍛えるものだったと思っています。

私はこの考え方が苦手で単純な発想しか浮か

びませんでした。しかし，八回の講義と課題

を通して少しではありますが，成長できたと

思います。これからもっと力を伸ばすために

頑張っていこうと思います。ありがとうござ

いました。

感想例Ｔ
　最初はきゅうちゃんのストーリーなんて全

く思いつきませんでした。でも今は何となく

だが，見た瞬間に思いつきます。それを言葉

にすることもできるようになりました。この

能力はこの授業のおかげだと思います。これ

からも思ったことを言葉にすることを大切に

社会でも生きていきたいと思いました。そし

て，自分自身を磨き続けたいと感じました！

感想例Ｕ

　教育学の授業が始まった最初の頃はきゅう

ちゃんの絵を見てもすぐには思いつかず，ポ

ジティブな言葉を考えることに一苦労でした。

でも今は教育学の授業を通して色々な人と交

流したことで自分にはなかった意見や価値観

など様々なことを学ぶことが出来たと思いま

す。そのおかげで創造力 ( 想像力 ) がつき，ポ

ジティブな言葉を自分の頭の中の候補から一

番いいものを選ぶのが大変になりました。

　元々，妄想するのは好きだったのですが，

言葉にするということは得意ではなかったの

で，相手に伝えるというトレーニングができ

て語彙力や説明力も身につけることができた

と思います。教育学を通してこんなにも多く
の事を学べるとは思ってもいなかったので，

とても勉強になりました。

感想例Ｖ

　きゅうちゃんのイラストに言葉を当てはめ

て，何があったのかを想像したり，調べ学習

をしたりするのは，最初は大変で慣れなかっ

たけれど楽しかったです。慣れてくると今日

はどんなきゅうちゃんが見られるのかワクワ

クしたり，ありきたりな想像ではなく自分の

個性や経験を活かした面白い回答ができるよ

うになるのにやりがいを感じました。またきゅ

うちゃんに会えた時により良いレポートが書

けるように想像力をこれからも磨いていきた

いと思います。楽しい授業をありがとうござ

いました。

感想例Ｗ

　教育学は今回で終わってしまいますが，きゅ

うちゃんにはずっとみんなを笑顔にしてくれ

る存在でいて欲しいと思いました。先生 ( きゅ

うちゃんの親 ) には来年もきゅうちゃんを通

して授業を行って欲しいです！

感想例Ｘ

　私は，教育学の最初のきゅうちゃんの写真

を見て「おはよう」という言葉をチョイスし

ていました。そして，もし今似たような言葉

をかけるなら私は，「またね」という言葉を選

ぶと思います。「ばいばい」でも「さよなら」

でもなく「またね」。また会えるかは分からな

いけれどきっとどこかで会える。きっと巡り

巡って会うことができると思っています。だ

から，またどこかで会おうねきゅうちゃん！

またね～！！

　感想例Ｘの学生は実際に次年度（2024 年度）

開講の「教育心理学」を履修し，きゅうちゃんと
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の再会を果たしている。この 8 回目レポートで

は「きゅうちゃんについて感想を書いて」といっ

た指示はしていない。そのため全員がこのような

感想を書いてきてくれたわけではないが，多くの

学生が「見ること」や「きゅうちゃん」にふれ，

充実感を伝えてくれていた。

Ⅳ．おわりに
Ⅳ－ 1　教示とワークシートの改善
　上に 2023 年度前期「教育学」での実践例を見

てきた。この実践を受けて，教示およびワークシー

トに改良すべき点が見つかった。その具体的な内

容をまとめておく。

　はじめに「教示」である。次のような変更をした。

「このイラストに，自分や，見た人・聞いた人が

ポジティブな気持ちになれるようなタイトルをつ

けてください。」を，2024 年度から「このイラ

ストにタイトルをつけてください。」とシンプル

にした。変更の理由は２つある。「ポジティブな」

と思考を固定しないほうが多様な表現が出てくる

のではないかという思いと，シンプルに聞いたら

どんなタイトルが表現されるか試してみたかった

こと，である。この結果については別の機会に報

告させてもらいたい。

　次にワークシートである。ワークシートはこれ

までに２段階改良を加えている。それぞれのワー

クシートを掲載する（ワークシート２・ワークシー

ト３）。

☆コミュニケーション論 出席確認用紙☆

今日は　　　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　）

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

☆コミュニケーション論 出席確認用紙☆

今日は　　　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　）

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

☆コミュニケーション論 出席確認用紙☆

今日は　　　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　）

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

☆コミュニケーション論 出席確認用紙☆

今日は　　　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　）

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

学籍番号；

名　　前；

タイトル

「 」

グループリーダーさんが

持って入室してください

グループリーダーさんが

持って入室してください

グループリーダーさんが

持って入室してください

グループリーダーさんが

持って入室してください

ワークシート２
（2023 年度後期「コミュニケーション論」で使用。A6 サイズ。）

　ワークシート２は，１グループ３～４人編成に

することを想定して作成した。教室の座席配置の

都合で５人以上になるとディスカッションがしに

くくなるためである。また，ワークシート１は

A4 版であったが，これは必要以上に大きかった。

記入内容が学籍番号・名前・タイトルだけである

ことと，使用資源削減のためサイズダウンした。

｢教育学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育心理学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育心理学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育心理学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育心理学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育心理学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育心理学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育心理学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

｢教育心理学｣出席確認用紙

学籍番号

名　　前

タイトル

簡単な解説

↑グループメンバーの名前
または

グループのマーク

ワークシート３
（2024 年度前期「教育学」「教育心理学」で使用。A7 サイズ。）

　ワークシート３は現段階で最善と思われる形

である。グループ単位で記入してもらうのをや

め，１人 1 枚に記入してもらう形にした。これ

により記入時間に余裕ができるので，「簡単な解

説」の記入欄も設けた。さらに，ワークシート３

での工夫として，用紙右上の□枠がある。この□

枠には，その日一緒のグループになったメンバー

全員の名前を書き入れてもらうか，グループの共

通マークを描き入れてもらう。あらかじめ座席指

定されグループメンバーが振り分けられていて

も，出欠の状況によって座席移動が必要になるこ

とがある。そういうことがあっても，共通の情報

がかき込んであれば，その日誰々が一緒のグルー

プだったと後に確認することができるので安心で

ある。

　なお，ワークシート２とワークシート３にいる

きゅうちゃんは，他にも複数のバージョンがある。

授業数回おきにデザインチェンジをして，些細な

工夫であるが変化を楽しめるようにした。
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Ⅳ－ 2　今後に向けて－広がるきゅうちゃんの可
能性
　筆者が勤務する大学では 2020 年頃から学生数

が増え始め，選択科目であっても 100 人を超え

るようになった。2022 年度までは確実性を優先

して点呼によって出欠の確認をしていたが，名前

を呼び上げるだけでも体力を消耗する上，早く呼

ばれる人・最後のほうに呼ばれる人がいて，その

タイムラグ・タイムロスが惜しく思えた。そこで

白羽の矢が立ったのが「きゅうちゃん」だった。

今年度（2024 年度）前期の段階で，手順等がか

たまってきて，順調に実施できるようになってき

たと実感している。後期の授業もⅣ－ 1 であげ

た改良版（新教示とワークシート３）によって実

施し，成果を確認していきたい。

　本稿をまとめるにあたり，学生のレポートから

新たな発見をすることができた。それは，このワー

クは単なる「出席確認」ではなく「積極的な授業

への活用」が可能なのではないかということであ

る。そう感じた文章を本稿内から抜き出し再掲す

る。

再掲文１（感想例Ｈより，イラスト３について）

　4 人のきゅうちゃんは，授業中のグループ活

動にも照らし合わせることができ，私たちの

意見はもっと無限にあり，話し合うことがで

きると感じました。

再掲文２（学生７のタイトルとそのタイトルにし

た理由より，イラスト４について）

　今回のきゅうちゃんは私たちひとりひとり

と重なる部分があると思いました。（中略）こ

のきゅうちゃんは私たち自身なのです。そし

て，きゅうちゃんとおなじように迷いながら

も，時には後ろを振り返り立ち止まったとし

ても，誰かが見つけてくれると信じていれば

選んだ道は間違ってなかったと胸を張って言

える日が来るはずだと思うのです。勉強が難

しくて悩む毎日だけど，わたしは周りのみん

なや先生たちに助けを求めながらきゅうちゃ

んのように必死に頑張っていこうと思えまし

た。

再掲文３（学生４のタイトルとそのタイトルにし

た理由より，イラスト２について）

　これから様々な困難に見舞われてしまった

り，たくさんの苦労があるかもしれません。

でも目標とするセラピストになるためのこの 4

年間は無限の可能性に溢れ，やりたいことを

思う存分にやれるチャンスでもあると思いま

す。

再掲文４（学生 11 のタイトルとそのタイトルに

した理由より，イラスト６のお手紙より）

　私は，医療従事者になるという将来の夢が

あります。今のあなたは，その目標を叶えら

れていますか？今の私は，国家試験に受かる

という目標があって，毎日不安になりながら

も，勉強をしています。

　例えば再掲文１・２の下線部は，きゅうちゃん

が自分自身やグループ活動と重なることを伝えて

くれている。自分自身を主観的・客観的に見つめ

るきっかけになっている。また，再掲文２・３・

４（二重下線部）のように，将来への不安と希望

が垣間見える記述も多数見受けられた。筆者が全

体的な印象として感じたことは，学生たちは将来

あるいは大学生活への不安を抱えながらも，その

思いを文章に書き出すことによって自身の成長の

糧にしていたのではないかということである。

　今回開発・制作したきゅうちゃんイラストは，

客観的にきゅうちゃんの様子を読み解くだけでな

く，積極的に自己を見つめるツールとして活用で

きるのではないだろうか。さらに，きゅうちゃん

の「出席確認」ワークは，授業内容全体を導くオー

ガナイザー的・ファシリテーター的役割も果たし

てくれているかもしれない。引き続き実践しなが

ら，活用可能性を探っていきたい。
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